
地域女性活躍推進事業 【横芝光町】

当町の人口は年々現役世代である１５～６４歳が減少している状
況である。町の男女共同参画計画策定時、町が取り組むべきこと
として、「女性の能力開発及び復職を含めた就労支援」という意見
が多数を占めた。そのため、町の課題である就労者の増加には、
女性の能力開発と就労支援は継続的に行っていく必要がある。

地域の実情と課題

横芝光町産業課、横芝光町商工会、横芝光町子育て支援セン
ター

連携団体

町内チラシ、ホームページ、町アプリ、その他関係団体へ周知を
行ったが、参加者確保に苦慮した。再就職を踏み出そうとする女
性にとって町の地域性にあった事業内容を見直す必要がある。

今後の課題

セミナー事業を通じ、テレワークを活用した働き方を知り、デジタル
スキルを取得し就労に繋げることで雇用の創出に至った。セミナー
参加者は目標人数１０人に至らず、就労に繋がらなった女性は0％
であったが、アンケート結果では理解が深まったとの回答が100％
を占めた。このセミナーから女性の活躍支援を行い、子育てをしや
すく女性が輝ける町としての認知が進んだ。

事業の効果

女性活躍支援を促進するため、テレワークに関するセミナーを実
施する。デジタル関連の職業能力向上及び町内事業の紹介なども
取り入れた。
目標値
〇セミナー参加者 １０人 【実績：１回目７人、２回目５人】
〇就労に繋がった割合 参加者全員の30％ 【実績：0％】

目的・目標

セミナー内容について、若年人口流出に伴う人口減少を背景に、
現実的に家庭内で仕事ができる初歩的なデジタルスキル習得の
内容を選択した。
セミナー参加にあたり、子供の一時預かりとして希望者には町内
の子育て支援センターと連携し、セミナーに集中できる環境を整え
た。

事業の特徴

個別事業費 3,313 千円

交付金額 2,310 千円
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事業の概要

・無業の女性等を発見し、
就業やデジタル活用への意
欲を喚起

・町広報紙、SNS、男性の

料理教室、商工会等の様々
な媒体を通じて本セミナー
を周知

人材を集める

オンライン在宅ワークセミナーの開催

①入門セミナー
 ～就業を目指す第一歩～

未経験者を含め、在宅ワークについての基礎知識、
職種や働き方などを解説

②スキルアップセミナー
 ～デジタルマーケティングを学びキャリアアップ～

デジタルマーケティング講座や、お仕事体験、先輩
テレワーカーを交えた座談会などを実施

③就労支援

キャリアカウンセリング・個別相談を通じて就労へ
の課題や不安を共有し、精神面も含めた支援を行う
ことで、就労への自立を促す

デジタルスキルの習得支援

❖女性デジタル人材育成

・就労支援を行う横芝光町産
業課と連携し、庁内求人情報
コーナーなどを活用した周知

・横芝光町企画空港課の子育
て観光形成促進事業と連携し
、家事・育児への男性の参画
を促し、女性の仕事と家事育
児を支援

就労支援

①入門セミナー

②スキルアップセミナー

結婚・出産・子育ての希望を叶えるため、仕事と子育ての
両立など、子育てしやすい環境づくりの支援に取り組む

介護など制約や事情があっても働きやすい環境の確保

就労支援

育児支援

女性活躍への支援

家事支援

女性デジタル人材育成☜
☞
☞ 幼児から小学生の父親向け父子料理教室

※本事業とは別に実施

子どもの一時預かり
※子どもの一時預かり：R6年度の利用実績なし
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